
北

海

道

の

湖

沼

ー
そ

の

地

学

的

特

性
1

北

川

芳

男

は

じ

め

に

北

海
道
は
わ
が
国

で
も
有
数
な
湖
沼
地
帯
で
あ
る
。
名

の
通

っ
た
も
の
だ
け

で
も
二
〇
余
に
は
な

る

し
、
深

い
山
や
原
野

の
片
隅
に
ひ

っ
そ
り
と
眼

る
小
さ
な
も

の
を
含
め
る
と
五
〇
を
越
え
る
湖
沼
が
存

在
し

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
湖
沼
は
、
お
お
ま
か
に
み
る
と
、
火
山
活
動
に
関
係
し
て
で
き
た
も
の
、
海

岸
平

野
の
形
成
過
程

で
生
成
さ
れ
た
も

の

(
海
跡
湖
、
泥
炭
沼
、
河
跡
湖
な
ど
)
と
の
二
つ
の
グ

ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
高
山
の
湿
地
帯
の
湖
沼
や
山
崩
れ
な
ど
に
よ
る
堰
止
湖
、
あ

る

い
は
氷
河
作
用
に
よ
る
も

の
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
海
道

の
湖
沼
群

の
生
成

に
は
第
四
紀

の
火
山
活
動

や
海
面
変
動
、
氷
河
作
用
な
ど
が
深
く
関
係
し
、
周
辺

の
地
形
や
植
生
と
と
も
に
、
極

め

て
北
方
的
な
景
観
を
造
り
上
げ
て

い
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
成
因
別
に
北
海
道
の
湖
沼

の
概
要
を
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た

い
。

一
、
火
山
活
動
に
ま
つ
わ
る
湖
沼
群

北
海
道

の
代
表
的
な
観
光
地
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
火
山
と
森
と
湖
と

い
っ
た
景
観
か
ら
な

っ
て

い
る
。

ま
ず
、
道
南

で
は
駒

ヶ
岳

と
大
沼
湖
沼
群
、
有
珠
火
山
と
洞
爺
湖
、
樽
前

・
恵
庭
火
山
と
支
笏
湖
と

い

っ
た
組
合
わ
せ
で
あ
る
。
大
雪
火
山
に
は
大
き
な
湖
は
な

い
が
、
ト

ム
ラ
ウ
シ
山
と
か
沼
ノ
原

一
帯

に
は
湿
原
に
と
も
な
わ
れ
て
多
く

の
湖
沼
が
存
在
す
る
。
十
勝
地
域

に
は
ヌ
プ
カ
ウ
シ
火
山
に
囲
ま
れ

て
然
別
湖
が
あ
り
、
道
東

へ
行
け
ば
、
阿
寒
湖
を
は
じ
め
ペ
ン
ケ

・
パ

ン
ケ
の
沼

々
が
原
生
林

に
囲
ま

れ
て
静
か
に
眠

っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
東

に
は
屈
斜
路

湖
と
摩
周
湖
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
湖
沼
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
す

べ
て
火
山
な
い
し
火
山
活
動
に
密
接
な
関
係
を
も

っ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湖
盆

の
成
因
を
み
る
と

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
。

A

カ

ル
デ
ラ
湖

北
海
道

の
有
名
な
湖
に
は
、
成
因
的

に
カ

ル
デ
ラ
湖

と
よ
ば
れ
る
も

の
が
多

い
。

カ
ル
デ
ラ
と
は
火
山
地
域

に
み
ら
れ
る
円
形
の
陥
没
地
形

の
こ
と
で
、

ス
ペ
イ

ン
語

の

「
鍋
」

に
由

来
す
る
用
語

で
あ
る
。
道
東

の
阿
寒

(長
径
二
四
㎞

×
短
径

一
三
㎞
、
以
下
同
じ
)
、
屈
斜
路

(二
六

×
二
〇
㎞

)
、
摩
周

(
七

・
五

×
五

・
五
㎞
)
、
大
雪
山

の
御
鉢
平

(
直
径
二
㎞
)
、
道
央

・
道
南

の

支
笏

(
一
五

×

=
二
㎞
)
、
ク
ッ
タ
ラ

(三
㎞

)、
洞
爺

(
一
三
×

一
一
㎞
)
、
濁
川
カ
ル
デ
ラ

(三
㎞

)

な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
カ

ル
デ
ラ
は
、
摩
周

カ
ル
デ
ラ
を
除
き
、
更
新
世
後
期

の
大
規
模
な

火
山
活
動

で
酸
性
安
山
岩
な

い
し
流
紋
岩
質

マ
グ

マ
が
軽
石

・
火
山
灰
と
な

っ
て
、
地
下

の
割
れ
目
に

沿

っ
て
大
量

に
噴
出
し
た
結
果
、
山
頂
付
近
が
陥
没
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
摩
周
カ

ル
デ
ラ
の
形

成
時
期

は
、
他

の
も

の
に
比
較
し

て
新
し
く
完
新
世
初
期

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

カ
ル
デ
ラ
湖

は
こ
の
よ
う

な
大
規
模
な

火
山
活
動
に
よ

っ
て
陥
没
し
た
凹
地
に
水
が
溜

っ
て
で
き

た

も
の
で
あ

る
。

そ
の
典
型
的
な
も

の
が
、
洞
爺
湖
、
支
笏
湖
、
ク

ッ
タ
ラ
湖
で
あ
る
。

カ

ル
デ

ラ
湖
の
湖
盆

の
形
態
は
、
陥
没
地
形
を
反
映
し
て
、
平
面
的
に
み
る
と
ほ
ぼ
円
形
を
呈
し
、

周
辺
に
は
切
り
立

っ
た
急
壁
を
も

つ
。
し
た
が

っ
て
、
湖
岸

か
ら
水
深
が
深
く
な
り
、
湖
底
は
比
較
的

平
坦
で
、
湖
底
地
形

は
同
心
円
的
な
等
深
線

で
表
現
さ
れ
る
。

2
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(こ)橘沼

藩
醗

・
擬

こ

,

咄

温
泉

財

双丘

別

川

図一2ク ッタラ湖 一典型的 なカルデラ湖一の

湖盆 数字入の線は湖面か らの等深線

ク

ッ
タ
ラ
湖

湖
水
面
は
海
抜
二

七
九

m
で
、
周
囲

は
ほ
ぼ
円
形

の
急

壁
に
よ

っ
て
か

こ

ま
れ
て
い
る
。

湖

盆
は
図
1
2
に
示

す
よ
う

に
、
椀
状

で
湖
底

は
平
坦
で

も

っ
と
も
典
型
的

恥
な
カ
ル
デ
ラ
湖

の

位

形
態
を
示
し

て
い

単

る
。
最
深
部
は

一

四
六

・
五

m
で
、

水
色

は
藍
色
を
呈

し
、
透

明
度
は
二
〇

m
く
ら

い
で
あ

る
。

支
笏
湖

繭
形
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
陥

没

地
形

の
原
形

で

は
な
く

、
カ
ル
デ
ラ
形
成
後

の
新
期
火
山
活
動
に
よ

っ
て
、

フ
ッ
プ
シ
岳
、
恵
庭
岳
、
樽
前
山
な
ど
が
生
成
し
、
そ
の
過
程
で
変
形

し

た
も

の
で
あ
る
。

湖
面
は
海
抜
二
四
八

m
、
面
積

七

七

・
二
平

方
㎞

で
、
道
内
第

一
の
大
き
さ
で

あ

る
。
湖
盆

の
深
さ
は
、
長
く
神
秘
に
閉
さ
れ
、

一
九

一
一
年

(
明
、
四
四

)
最
深
部
四
五
〇

m
と
は

じ

め
て
報
告
さ
れ
、
次
で

一
九

一
五
年

(
大
、
四
)
に
四
二
三

m
と
測
深

さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

は
精
度
を
欠
き
、

一
九

一
六
年

(
大
、
五
)
に
ル
ー

カ
ス
測
深
機
を
用

い
て
測
深
し
た
結
果
、
三
六
〇

・
八

m
を
得

た
が
、
そ
の
後
、

一
九
二
二
年
に
最
深
三
六
三

m
を
測
り
、
こ
の
値
が
現
在
ま

で
最
深
と

な

っ
て

い
る
。

こ
の
深
さ
は
東
北
地
方

の
田
沢
湖

(
こ
れ
も
カ
ル
デ
ラ
湖
で
最
大
深
度

四
二
五

m
)
に

次

い
で
本
邦
第
二
位
で
あ

る
。
興
味
深

い
こ
と
は
、
支
笏
湖
の
最
深
湖
底

(海
面
下

=

一
m
)
の
標

高

が
、
洞
爺
湖
底

(
海
面
下
約

一
〇
〇

m
)
お
よ
び
噴
火
湾
の
海
底

(
海
面
下

一
〇
七

m
)
の
標
高
と

ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

水
色

は
藍
色

で
透
明
度

は

一
九
～
二
三

・
五

m

(
夏
季
)
を
測
る
。

洞
爺
湖

湖
の
輪
廊
は
ほ
ぼ
円
形

に
近
く
、
東
西

=

㎞
、
南
北
九
㎞

で
、
湖
中

に
は
中
島
、
観
音

島

、
饅
頭
島

の
三
島
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
カ
ル
デ
ラ
形
成
後
、

そ

の
中

心

部
に
噴
出

し

た
溶
岩
円
頂

丘
で

い
ず

れ
も
普
通
輝
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
か
ら
な

っ
て

い
る
。
中
島

の
最
高
点
は
湖
面
か
ら
三
七
二

m
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

湖
面
は
海
抜
八
三

m
で
、
最
深
部

は

一
八
三

m
二

九
二
〇
年
、
田
中
館
博
士
観
測
)で
あ

っ
た
が
、

一
九
三

一
年

の
道
水
産
試
験
場

の
調
査

で
は

一
七
八

・
五

m
、
同
じ
く
神

戸
海
洋
気
象
台
に
よ
る
測
深

で
は

一
七
九

・
三

m
と
さ
れ
て

い
る
。
湖
底
の
標
高
は
、
海
抜
約

マ
イ
ナ
ス

一
〇
〇

m
で
、
そ

の
値
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
支
笏
湖

の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
あ
る
。

こ
の
湖
の
湖
沼
型
は
貧
栄
養

型
で
、

水
色
は
藍
色

(
三
～
五
号
)
、
透
明
度
は

一
三
～

一
七

m
で
あ

る
。

摩
周
湖

長
径
七

・
五
㎞
、
短
径
五

・
五
㎞

の
ほ
ぼ
楕
円
形

の
カ

ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
摩
周

カ
ル
デ

ラ
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
完
新
世
に
な

っ
て
か
ら
開
始
さ
れ
た
摩
周
火
山
の
活
動
に
よ
り
大
量
の

火
山
灰

、
火
山
砕
屑
物
が
拠
出
さ
れ
た
結
果
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
カ
ル
デ
ラ
形
成
後
、

中
央
に
カ
ム
イ
シ

ュ
島

の
石
英
安
山
岩

の
溶
岩
円
頂
丘
と
東
南
部
に
カ

ム
イ
ヌ
プ
リ
岳

(八
五
八

m
)

の
珪
長
質
安
山
岩
か
ら
な
る
小
成
層
火
山
が
生
じ
、
カ

ル
デ
ラ

の
原
形
が
変
形
し
た
。
摩
周
湖

の
平
面

的
形
態

の
特
徴

は
こ
の
よ
う

な
火
山
活
動
の
経
緯
を
表
わ
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
湖
面
の
高
さ
は
標
高

三
五

一
m
、
最
深
部
は
二

一
一
・
五

m
に
達
し
湖
底
は
比
較
的
平
坦
で
あ

る
。
水
色
は
濃
藍
色
で
、
透

明
度

は
す

こ
ぶ
る
高
く
四

一
・
六

m

(
昭
六
年

)
を
記
録
し
、
バ
イ
カ
ル
湖

の
四
〇

・
五

m
を
凌
ぎ
、

世
界
最
高
で
あ

っ
た
が
、
今

日
で
は
や
や
低
下
し
、
バ
イ
カ
ル
湖
に
劣

っ
て
い
る
。
な
お
、
カ

ル
デ
ラ

壁

に
は
水
面
よ
り
約
八
O

m
の
高
さ
で
湖
成
堆
積
物
の
砂
礫
層
が
認
め
ら
れ
、
摩
周
湖
形
成
以
降
、
湖

水
面

の
変
異
や
侵
蝕
作
用
が
あ

っ
た

こ
と
を
示
し
て

い
る
。

以
上
、
北
海
道

に
み
ら
れ
る
カ
ル
デ
ラ
湖

の
湖
盆

の
形
態
的
特
性
を
略
記
し
た
が
、
そ

の
共
通
的
特

性

は
、
平
面
的

に
は
ほ
ぼ
円
形
を
呈
し
、
深
度
が
大
き
く
、
湖
底
は
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
り
、
水
色

も
ホ
オ

ー
レ
ル
水
色
計
の
三
～
五
号

に
相
当
す
る
藍
色

で
透
明
度
も
高
く
、
湖
沼
標
式
は
す

べ
て
貧
栄
養
湖
で

あ

る
。

B

火
山
堰
止
湖

火
山
活
動
の
主
要
な
現
象

と
し

て
、
新
し

い
山
体
の
形
成
や
溶
岩
流

や
火
砕
流

の
噴
出

に
よ
る
小
丘

や
台
地

の
形
成
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
形
成
に
よ

っ
て
河
谷
や
凹
地

が
堰
止
ら
れ
、
そ
の
背
後
に
集

4



水
さ
れ
る
と
、そ

こ
に
湖
沼
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
火
山
活
動

の
結
果

と
し
て
ダ
ム

・
ア
ッ
プ
さ

れ
て
で
き
た
湖
沼
を
火
山
堰
止
湖
と
し
て
他

の
堰
止
湖
と
区
分
し

て
お
く
。

火
山
堰
止
湖

は
道
内
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
る
が
、
道
東

の
屈
斜
路
、
阿
寒
湖
沼
群
、
十

勝

の
然
別
湖
、
道
南

の
大
沼
湖
沼
群
な
ど
が
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

屈
斜

路
湖

こ
の
湖
は
東
西
径
二
六
㎞
、
南
北
径
二
〇
㎞
に
及
び
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
を
凌
ぐ
わ
が
国

最
大

の
屈
斜
路

カ
ル
デ
ラ

の
北
西
側
に
位
置
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
屈
斜
路
湖
は
カ

ル
デ
ラ
と
密

接
な
関

連
を
も

っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

一
般

に
は
カ

ル
デ
ラ
湖
の
範
疇
に
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、

こ
の

湖
は
屈
斜
路

カ
ル
デ
ラ
形
成
後
、
カ

ル
デ
ラ

の
中
央
か
ら
南
東
側

で
活
動
を
開
始
し
た
摩
周
火
山
、
と

く
に
そ
の
初
期

に
お
け
る
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
古
期
火
山
の
噴
出
に
よ

っ
て
堰
止
め
ら
れ
た
堰
止
湖
と
考
え
だ

方
が
よ

い
。

面
積
七
七

・
五
平
方
㎞
、
湖
岸
線
五
六

・
五
㎞

で
あ
る
。
湖
面
海
抜

一
二

一
m
、
湖
底
水
深
は
四
〇

m
く
ら

い
で
平

坦
で
あ
る
が
、
南
部

の
和
琴
半
島
東
側
の
湖
水
域
に
は
水
深

一
一
七

m
(
昭

一
一
年
観

測
)
と

い
う

潜
窪
地

が
あ
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
火
山
群

の
爆
裂

火
口
と
考
え
ら
れ
る

も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
湖

の
周
囲
、
と
く

に
南
側
と
東
側
に
は
三
段

の
湖
岸
段
丘
が
発
達
し
て
お
り
、

三
回

に
わ
た

っ
て
湖
面

が
低
下
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
丘
面
が
北

へ
向

っ
て
傾

い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
湖
盆

の
傾
動
が
考
え
ら
れ
る

(
堀
江
、

一
九
五
七
)。
水
色
は
藍
色

で
、

透
明
度
も

=
二
～
二
〇

m
と
比
較
的
高

い
。

湖
水

の
特
徴
の

一
つ
は
水
素
イ
オ

ン
濃
度
が
低

い
こ
と
で

あ
る
が
、

こ
れ
は
湖

の
東
北
端
に
流
入
す

る
湯

川
が
、
ア
ト
サ

ヌ
プ
リ
か
ら
酸
性
の
水
を
も
た
ら
す

か

ら
で
あ
る
。

北
海
道

に
お
け
る
無
機
性
酸
性
湖

と
し

て
は
、
こ
の
他

、
阿
寒
温
根
沼
、
オ
コ
タ

ン
ペ
湖

カ

ル
ル
ス
沼

(橘
沼

)
が
あ
る
。

阿
寒
湖
沼
群

阿
寒

カ
ル
デ
ラ
の
な
か
に
は
、
阿
寒
湖
を
は
じ
め
ペ

ン
ケ
ト
ー
、
バ

ン
ケ
ト
ー
な
ど

大
小
多

く

の
湖
沼
が
み
ら
れ
、

一
つ
の
レ
ー
ク

・
デ

ス
ト
リ
ク
ト
を
形
成
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
雄
阿

寒
岳
を
取
囲
む
よ
う

に
分
布
し
て
お
り
、
元
来

は
ひ
と

つ
の
カ
ル
デ
ラ
湖

で
あ

っ
た
も

の
が
、
雄
阿
寒

岳

の
噴
出
に
よ
り
堰
止

め
ら
れ
分
断
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

阿
寒
湖
は
湖
面
海
抜
四

一
九

m
、
周
囲
二
六
㎞

、
面
積
約

一
二
平
方
㎞

で
、
最
大
深
度

三
六

・
六

m

で
あ
る
。

湖
底
は
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
る
が
、
雄
阿
寒
岳

の
山
脚
部
は
急

斜
し

て
深
く
な

っ
て
お
り
、
噴
出

後

に
湖
底
が
沈
降
し

た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま

た
湖
岸
に
は
二
段
の
段
丘
面
が
み
ら
れ
、
湖
水
面
は

い
ま
よ
り
約
二
〇

m
高

か

っ
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る

(
堀
江

、

一
九
五
四
)。

隠
双
子
沼

奪

。
.

昭◎

▲

雄
阿
寒
岳

瓢箪沼

尊
菜
沼

O

次
郎
湖 太

蝋

阿
寒
湖

↑

熱
㎞]

図 一3火 山堰 止 湖 の1例 、 阿 寒 湖 とそ

の他 の 小 沼 、 等深 線 の 単位m。(元 田(1950)に 加筆)

阿
寒
湖

へ
流
れ
込
む
イ

ベ
シ
ベ
ツ
川

の
上
流
部
に
は
パ
ン
ケ
ト
i

(湖
面
海

抜
四
六

一
m
、
最
大
深
度

四
八
・八

m
)
、

ペ
ン
ケ
ト
ー

(湖
面
海
抜
五
〇
〇

m
、

最
大
深
度
三
九

・
四

m
)
、
の
二

つ
の

沼
が
あ
り
、
そ
の
南

(上
流
)
に
は
北

双
子
沼

・
南

双
子
沼

(共
に
海
抜
五
二

〇

m
)
の
小
沼
が
あ

っ
た
が
、
南
双
子

沼
は
土
砂
と
泥
炭
と
に
よ
り
埋
め

つ
く

さ
れ

て
湿
地
と
な
り
、
中
心
部

が
谷
地

の
目
状
に
と
り
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な

い
。

雄
阿
寒
岳
の
南
麓
に
は
阿
寒
湖
寄
り

か
ら
、
次
郎
湖
、
太
郎
湖
、
尊
菜
沼
お

よ
び
瓢
箪
沼
な
ど
の
小
沼
が
め
ぐ

っ
て

い
る
。
尊
菜
沼
と
瓢
箪

沼
は
と
も

に
湿

原
に
か
こ
ま
れ
、
模
式
的
な
腐
植
栄
養

沼
と
な

っ
て
い
る
。

然
別
火
山
群
に
囲
ま
れ
、
不
規
則
な

ひ
ょ
う

た
ん
形
を
し
て
い
る
然
別
湖
は
、
新
期
然
別
火
山
の
活

動
で
形
成
さ
れ
た
溶
岩
円
頂
丘

(東
お
よ
び
西
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
、
白
雲
山
、
天
望
山
な
ど
)
に
よ

っ
て
堰
止
ら
れ
た
湖

で
あ
る
。
湖
面
海
抜
七
九
七

m
、
最
大
深
度
九
九

m
で
、
北
海
道
の
大
き
な
火
山

湖
と
し
て
は
最
も
高
地

に
位
置
す

る
も

の
で
あ
る
。
屈
曲
し
た
湖
岸

の
各
所

に
平
坦
な
地
形
面
が
発
達

し
、
そ
れ
を
構
成
す

る
地
層

の
な

か
か
ら
珪
藻
化
石
が
採
集
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
湖
水

面

は
、
か
つ
て
二
〇
数
米
も
高
か

っ
た
と
推
定
さ
れ
る

(
堀
江
、

一
九
六
四

)。
水
色
は
緑
色

で
、
透
明
度

は

一
〇

～

一
四

m
で
あ
る
。

大
沼
湖
沼
群

駒

ヶ
岳

の
南
麓

に
ひ
ろ
が
る
大
沼
、
小
沼
、
尊
菜
沼
な
ど
の
湖
沼
群
は
、
駒
ケ
岳

と

と
も
に
南
北
海
道
の
誇
る
景
観
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
湖
沼
は
、
駒
ケ
岳
火
山
が
南
方

の
古
期
山

地
か
ら
北

へ
流
れ
て

い
た
河
谷

の
中

に
で
き
た
た
め
に
、
河
川
が
堰
止
め
ら
れ
、
原
地
形
の
凹
地
に
湛

FO



水
し
で
き
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

大
沼
は
も

っ
と
も
大
き
く
、
湖
面
海
抜

一
三
〇

m
で
長
径

(
四

・
八
㎞
)
は
北
東
方
向
に
延

び
、
湖

岸
は
屈
曲

に
と
ん
で

い
る
。
最
大
深
度

は
北
西
岸
付
近

に
あ
り
、
大

正
五
年
に

一
三

・
六

m
と
測
定
さ

れ
た
が
、
昭
和
四
年
六
月
の
駒

ヶ
岳

の
爆
発

で
湖
底

が
平
均
四

m
も
浅
く
な
り
、
そ

の
後

の
測
定

で
は

最
深
部

は

一
二

・
二

m
で
渇
水
期
に
は

一
〇

・
六

m
と
な

っ
て

い
る
。
大
沼

の
湖
水
酒
養
地
域

は
駒

ヶ

岳
で
あ

る
た
め
、
昭
和
四
年

の
大
爆
発
は
湖
底
地
形

だ
け

で
は
な
く
、
湖
水
質

に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
小
沼
や
尊
菜
沼
は
大
沼
と
隣
接
し
な
が
ら
も
、
駒
ケ
岳

の
直
接
的
な
影
響

は
う
け

て
い
な

い
。

そ
れ
は
大
沼

の
水
質
を
他
の
二
湖

と
比
較
す

る
と
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

可
溶
性
全
固
形
物
お
よ
び
無
機
物
は
他
二
湖

の
約
三
倍

、
珪
酸
塩
で
約
二
倍
、
硫
酸
塩

は
小
沼

の
五
倍
、

尊
菜

沼
の
約

一
〇
倍
と
な

っ
て
お
り
、
酒
養
地
域
の
相
異
を
明
瞭
に
示
し
て

い
る
(
元
田
、
一
九
五
〇
)。

小
沼
は
函
館
本
線
を
隔
て
て
大
沼

の
南
西
側
に
あ
り
、
湖
面
海
抜
高
度
は
ほ
ぼ
大
沼
と
同
じ
で
最
大

深
度

は
約
五

m
で
あ
る
。
大

沼
お
よ
び
小
沼
は
典
型
的
な
富
栄
養
湖

で
生
産
量
も
高
く
、
北
海
道

の
湖

沼
養
殖

の
発
祥
地

で
も
あ
る
。

尊
菜

沼
は
大
沼
、
小
沼
と
は
趣
き
を
異
に
し
、
湖
面
海
抜

一
五
六

m
、
最
大
深
度
五

m
で
面
接

○

・

七
五
平
方
㎞

と
い
う
小
湖
で
あ

り
、
北
側
に
副
湖
盆

(尊
菜
小
沼
)
を
有
し
て

い
る
。
湖
水
は
北
側

の

低
湿
地
か
ら
滲
透
し
て
く
る
水
で
洒
養
さ
れ
て
お
り
、
腐
植
栄
養
湖
と
な

っ
て

い
る
。
名
物
の
尊
菜

は

尊
菜
小
沼

一
帯

に
群
生
し
て

い
る
。
尊
菜

は
鉄
分
を
含

む
水
域
を
好

む
も

の
で
あ
り
、
鉄
は
酸
栄
養
湖

ま
た
は
腐
植
栄
養
湖
に
多

い
の
で
あ
る
。

火
山
活
動

に
関
係
あ
る
小

さ
な
堰
止
湖
は
、
こ
の
他

に
も
数
多
く
あ
る
。

雌
阿
寒
岳

の
西
方
斜
面

の

中
腹

に
あ

る
、
酸
性
湖
と
し
て
知
ら
れ
る
阿
寒
温
根
沼
、
支
笏
湖
の
北
側
、
恵
庭
岳

の
北
西
山
麓

の
、

か

つ
て
は
人
を
寄

せ
つ
け
な

い
神
秘

の
湖
だ

っ
た
オ

コ
タ
ン
ペ
湖
、
雷
電
西
南

山
地

の
コ
ッ
ク
リ
湖
、

ニ
セ

コ
山
系
岩
雄
登
湖
沼
群
の
長
沼
や
中
沼
、
大
雪

山
系
ト

ム
ラ
ウ
シ
山
周
辺
の
ピ
サ
ゴ
沼
や
ト

ム
ラ

ウ
シ
沼
な

ど
は
、
溶
岩
台
地
の
窪
地
が
溶
岩

で
堰
止

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

C

火

ロ

湖

火
山
の
爆
発

に
よ

っ
て
溶
岩
あ

る
い
は
ガ
ス
や
水
蒸
気

が
噴
出
す

る
と
、
大
小
の
火

口
湖
が
形
成
さ

れ
る
。

そ
こ
に
水

が
溜

っ
た
も
の
が
火
口
湖

で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
ニ
セ

コ
山

系
硫
黄
山
西
方

の
大
沼
、

羊
蹄

山
西
麓

の
側
火
山
上

の
半
月
湖
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
付
近

の
橘
沼

(
カ
ル
ル
ス
沼
)
、
大
雪
山
系
旭

岳
火
口
湖

(姿
見
池
な
ど
)
、
然
別
湖
南
東
側

の
ウ
オ

ッ
プ
沼
、
利
尻
島

南
部
の
オ
タ
ド

マ
リ
沼
な
ど

で
あ
る
が
、
す

べ
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。

D

高
地
湿
原
湖
沼

火
山
活
動
と
は
直
接
関
係
な

い
が
、
大
雪
山
系
や

ニ
セ
コ
山
系
あ
る

い
は
暑
寒
別
岳
付
近

の
灌
木

帯

と
森
林
帯

の
境
界
部
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
規
模

の
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
主
と
し
た
高
層
湿
原
が
発
達
し
、
そ

の
な

か
に
多

く

の
湖
沼

が
散
在
し

て
い
る
。

大
雪
山
系
で
の
代
表
的
な
も

の
は
永
山
岳
西
方
、
標
高

=
二
〇
〇

～

一
六
〇
〇

m
の
緩
傾
斜
地
に
形

成
さ
れ
た
沼
の
平
湿
原
湖
沼
群
と
沼
の
原
山
西
北

の
大
湿
原
中

の
沼

の
原
湖
沼
群

で
あ
る
。
大
雪
山
系

に
あ
る

こ
れ
ら
の
高
層
湿
原
湖
沼
群
は
、
そ

の
景
観
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周
辺
の
緩
傾
斜
地
に
み
ら

れ
る
亀

甲
状
の
多
角
形
土
や
階
段
状
土
の
生
成
と
と
も
に
、
氷
河
周
辺
地
域

の
自
然
条
件
下
の
典
型
的

な
産
物
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
セ

コ
山
系

の
チ

セ
ヌ
プ
リ
北
方
の
中
沼

(
神
仙
沼
)、
暑
寒
別
岳
東
方

の
雨
龍
沼
な
ど
も
溶
岩
台
地

上

の
湿
原
に
形
成
さ
れ
た
泥
炭
沼
な
の
で
あ
る
。

二
、

地

」し
り

、

山

崩

れ

な

ど

の
堰

止

湖

網
走
川

の
上
流
、
津
別
町
本
岐
で
分
か
れ
る
支
流

の
チ

ミ
ケ

ッ
プ
川
上
流

に
あ
る
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
は
、

湖
面
標
高
三
〇
七

m
、
面
積

二

・
五
平
方
㎞

の
小
湖
で
あ
る
が
、
ヒ
メ
マ
ス
の
原
産
地
と
し

て
阿
寒
湖

と
と
も
に
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
湖
の
東
南
端
付
近
を
二
又
断
層

と
よ
ば
れ
る
大
断
層
が
ほ
ぼ
南
北

に

走
り
、
湖
が
位
置
す
る
断
層

の
西
側
は
、

「
豊
頃
-

北
見
帯
」

の
基
盤
を
な
す

ジ

ュ
ラ
系
か
ら
な
り
、

そ

の
東
側
は
新
第
三
系
の
堆
積
岩
が
分
布
す
る
。

こ
の
新
第
三
系
の
分
布
地
域
に
は
い
た
る
と

こ
ろ
に

地
匙
り
地
形
が
認
め
ら
れ
、
道
内
で
宥
数
な
地
、道
り
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。

チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
は
、
恐
ら

く
更
新
世
末

期
の
大
規
模
な
地
匙
り
に
よ

っ
て
堰
止
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

そ
し

て
興
味
深

い
こ
と

は
、

こ
の
湖
の
南
方

ヶ
ミ
チ
ャ

ッ
プ
川
と
の
稜
線
付
近

(
標
高
三
六
〇

m
)
に
河
床
堆
積
物

が
認
め
ら

れ
る

(
山

口

・
沢
村

・
一
九

六
五
)

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
山

口
ら

(前
出

)
は
、
チ
ミ
ケ
ッ

プ
湖
は
当
初
、
ヶ
ミ
チ

ャ
ッ
プ
川

へ
流
れ
て
い
た
が
、
後
に
チ
ミ
ケ

ッ
プ
川
に
流
れ
を
変
え
た
と
考
え

て
い
る
。

も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
当
初

の
湖
は
現
在
よ
り
、
か
な
り
大
き
く

、
湖
水
面
も
五
〇
～

六
〇

m
は
高
く
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
チ

ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
地
史
的
変
遷

の
詳
細

に
つ
い
て
は
全
く

今
後

の
課
題
で
あ

る
。

6



南
部
日
高
山
脈
の
豊
似
岳
北
東
山
麓
付
近
に
、
豊
似
湖

(
湖
面
標
高
約
三
〇
〇

m
、
最
大
深
度

一
八

・

五

m
)

と
よ

ば

れ

る
馬

蹄

形

を

し

た
小

湖

が
あ

る
。

と
考

え

ら

れ

て

い
る

(
元

田

、

一
九

五

〇

)。
し

か
し

ど

う

か

は

今
後

の
課

題

で
あ

る
。

三
、
氷
河
作
用
に
よ
る
湖
沼

こ
れ
も
か

つ
て

の
山
崩
れ
に
よ
る
堰
止
湖
で
あ

る

、
こ
の
湖

の
成
因
が
単
な
る
山
崩
れ
だ
け
な

の
か

氷
河
に
よ

っ
て
運
ば
れ
た
堆
積
物
は
、
氷
河
が
後
退
す
る
時

に
そ

の
場

へ
取
残
さ
れ
る
。

こ
れ
を
氷

堆

石
と
よ
ん
で

い
る
。
そ
し
て
、
氷
堆

石
と
氷
堆

石
の
間
の
凹
地
に
水
が
溜

っ
て
湖
沼
が
生
成
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
氷
河
作
用
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
湖

は
、
日
本

で
は
日
本
ア

ル
プ
ス
山
脈
や
日
高
山
脈
の

山
頂
付
近
で
し

か
存
在
し
な

い
。

日
高

山
脈
の
ト

ッ
タ
ベ
ツ
岳

山
頂
付
近
に
は
沼

の
カ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
カ
ー

ル

(
氷
河
に
よ

っ
て
え
ぐ
ら
れ
た
半
椀
状

の
凹
地
形

)
が
あ
る
。
そ

の
カ
ー

ル
底
に
は
、
形
成
時
期
を
異
に
し
た
氷
堆

罷
8
蕪

図 一4沼 の カ ール 内 の 沼池 群(黒 い部 分)

と氷 堆石 堤(点 を うった部 分)T:ト ッ タベ

ツ岳(1960m)

(橋 本 ・熊 野(1954)原 図)

石
堤
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
氷
堆
石
堤

の
問
に
七

つ
の

小
沼

が
静
か
に
眠

っ
て

い
る
。

こ
の
七

つ
沼
こ
そ
氷
河
作

用
に

直
接
関
係
し
て
形
成

さ
れ
た
も

の
な

の
で
あ
る
。

四
、
海
岸
と
低
地

の
湖
沼
群

北
海
道

の
海
岸
と
く
に
十
勝
、

釧
路
の
太
平
洋
岸
と
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
沿
岸
地
帯

に
は
数
多

く
の

湖
沼
が
散
在
し

て
い
る
。
ま
た
、

石
狩
平
野
や
サ

ロ
ベ

ツ
あ
る

い

は
釧
路

の
泥
炭
地
に
も
多
く

の

湖
沼
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
海

岸
湖
や
泥
炭
沼
は
多
く

の
場
合
、
な
だ
ら
か
な

丘
陵

と
低
湿
地
と

い
う
北
方
的
地
形
要
素
と
あ

い
ま

っ

て
、
北
海
道

の
特
徴
的
自
然
景
観
を

つ
く
り
出
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら

の
湖
沼
は
細
か
く
み
る
と
、
種
々
の
生
成
要
因
や
生
成
過
程
を
示
し
て

い
る
が
、

基
本
的
に
は
、
完
新

世
に
な

っ
て
か
ら
の
海
進

と
海
退

に
よ
る
海
岸
平
野
の
形
成
過
程
と
深

い
関
連
を

も

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

A

海

岸

湖

ま
ず
、
海
岸
湖
沼

の
地
理
的
分
布
を
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
沿
岸
か
ら
追

っ
て
み
る
。

日
本
最
北
端

の
町
、
稚
内
市
声
問

の
海
岸

に
は
、
宗
谷
海
峡
に
面
し
て
声
問
大
沼
、
小
沼
が
あ
る
。

こ
こ
を
起
点
に
宗
谷
岬
を
南

へ
向
う
と
、
猿
払
か
ら
浜
頓
別

に
か
け
て
、

い
く

つ
か

の
湖
沼

が
点
在
す

る
。

こ
こ
で
の
大
き
な
も

の
は
頓
別
沼

(
ク

ッ
チ

ャ
ロ
湖

)
で
あ
る
。
頓
別
沼
は
大
沼

・
小
沼

の
二
つ

の
湖
盆
に
分
れ
る
。

面
積
は
大
沼

・
小
沼
合
せ
て

一
五

・
七
平
方
㎞

で
、
水
深
は
浅
く

一
・五

m
～
二
・

五

m
で
あ

る
。
典
型
的

な
汽
水
湖

で
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
や
汽
水
性

の
小
巻
貝
が
生
息

し
て
い
る
。

小
沼

の

す
ぐ
北
側

に
は
針
葉
樹

林
に
囲
ま
れ
て
小
さ
な
ボ

ン
沼

が
あ
る
。

猿
払
原
野
に
は
キ
モ

マ
沼
(
中
西
沼
)

幌
沼
、
藍
野
沼
な
ど
が
丘
と
湿
地
に
か
こ
ま
れ
て
点
在
し

て
い
る
。

キ
モ
マ
沼

に
は

マ
リ

モ

の
生

息

7

も
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

浜
頓
別
か
ら
紋
別
ま

で
は
湖
沼

の
分
布
は
み
ら
れ
な

い
が
、
そ
の
南

か
ら
知
床

半
島

ま

で

の
海

岸

は
、

一
大
湖
沼
地
帯

と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
北

か
ら
小
向
沼
、
シ
ブ
ノ

ツ
ナ
イ
沼

、

一
見

、
海

か
と

間
違
え
る
サ

ロ
マ
湖
、
サ

ン
ゴ
草
で
名
高

い
能
取
湖
、
小
さ
な
リ
ヤ
ウ

シ
湖

、
網

走
湖

、
藻

琴
沼

、

原
生
花
園
、
濤
沸
湖
、
そ
し

て
斜
里

の
濤
釣
沼
と
続

い
て

い
る
の
で
あ
る
。

知
床
半

島

を
越

え

て
根

釧

原
野

の
海
岸
を
南

へ
向
う
と
風
蓮
湖
が
横

た
わ
り
、
根
室
半
島

の
つ
け
根

に
は
根

室

温
根

沼

と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
沼
が
あ
る
。

根
室
半
島

の
大
平
洋
側
に
で
る
と
、
前
記

の
温
根
沼
の
反
対
側
に
根

室
長
節

沼

と
称
す

る
小

沼

が

ひ
ち
り
っ
ぷ

も
ち
り
っ
ぷ

あ
る
。
そ
し
て
火
散
布
沼
と
藻
散
布
沼
、
床
潭
湖
、
厚
岸
湾

の
奥
に
連

な
り
、

典
型

的
な

鰍
水

湖

の

厚
岸
湖
、
釧
路

に
は
春
採
湖
を
は
じ
め
や
や
内
陸

の
湿

原
地
帯
に
入
る
と
、
達

古
武

沼
、

塘
路

湖

、

シ
ラ

ル
ト

ロ
湖
な
ど
が
点
在
し
て
い
る
。

十
勝
平
野

の
大
平
洋
岸

に
は
、
十
勝
川
河

口
よ
り
南

西
に
む
か

い
、
長
節
沼
、
湧
洞
沼
、
生
花
苗
沼
、

ホ
ロ
カ
ヤ
ン
ト
ー
な
ど
が
散
在
し
、
十
勝
海
岸
湖
沼
群
を
形
成
し
て
い
る
。
日
高
海
岸

に
は
湖
沼
の
分

布
を
み
な
い
が
、
苫
小
牧
か
ら
白
老
の
海
岸
に
は
ウ
ト
ナ
イ

湖
、
錦
多
峰
樺
沼
、
ポ

ロ
沼
な
ど
の
小
沼



が
点
在
す

る
。

こ
れ

に
対
し
て
、
日
本
海
沿
岸

に
は
、
道
北

の
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
に
兜
沼
、
ペ

ン
ケ
沼
、
パ

ン
ケ
沼
な

ど
の
泥
炭
沼
や
稚
咲
内
付
近
の
海
岸
砂
丘
間
に
み
ら
れ
る
小
さ
な
沼
池

が
あ
る

の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ

う

に
、
海
岸
湖

が
、
北
海
道

の
東
側
に
片
寄

っ
て
分
布
し
て

い
る

こ
と
は
、
完
新
世
に
な

っ
て
か
ら
の

地
盤

の
動
き
を
反
映
し
て
い
る
も
の
な
の
か
否
か
現
在

の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な

い
。

い
ず

れ

に
し
て
も
海
岸
湖
沼
群
が
、

こ
の
よ
う

に
発
達
し
て

い
る
地
域

は
日
本
列
島

の
な
か

で
も
北
海
道
だ
け

な
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
湖
沼
群

の
多

く
は
、
成
因
的

に
は
海
跡
湖
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

五
～
六
千

年
前

(縄
文
海
進
最
成
期
、
海
水
面
は
現
在
よ
り
三
～
四

m
高
か

っ
た
)
ご
ろ
浅
海
域
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
が
、
そ

の
後
の
海
退
で
陸
化
し

て
取
残
さ
れ
湖
沼
に
な

っ
た
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な

海
か
ら
沼

へ
の
変
遷
過
程
が
具
体
的
に
明
か
に
さ
れ
た
の
は
網
走
湖
周
辺

の
地
史
学
的
研
究
か
ら
で
あ

る

(
湊

・
陶
山
、

一
九
五
〇
、

】≦
⇒
讐
○

①
け
巴
●
ら
㎝
ω
)。

網
走
湖
を
は
じ
め
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

の
海
岸
で
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、

い
く

つ
か

の
湖
沼

の
周
辺

(
か
つ
て
の
湖
盆
と
考
え
ら
れ
る
低
地
部

)
に
、
自
然
貝
層

が
発
達
し

て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ

て
い
る
自
然
貝
層
は
、
南

か
ら
濤
沸
湖
、
藻
琴
沼
、
網
走
湖
、
そ
し
て

道
北

の
頓
別
沼
、
宗
谷

の
声
問
沼
な
ど
で
あ
る
。
網
走
湖

の
地
史
的
変
遷
は
、

こ
の
自
然
貝
層

と
先
史

時
代

の
人
間
が
残

し
た
貝
塚
と
の
総
合
的
な
吟
味
に
よ
り
、
編
み
だ
さ
れ
た
も

の
な
の
で
あ
る
。
自
然

貝
層

の
構
成
種
は
海
生
貝
類

と
と
も
に
高
鰍
水
、
中
鍼
水
性

の
貝
類
か
ら
な
る
が
、
海
生
種
の
な
か
に

は
現
在
、
西
南
北

海
道

の
沿
岸
域
か
ら
北
に
は
生
息
し
て
い
な

い
、

ハ
マ
グ
リ
、
ウ
ネ
ナ

シ
ト

マ
ヤ
ガ

イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
な
ど
の
暖
流
系

の
貝
類
が
含
ま
れ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時

の
海
水
温
は
現

在
よ
り
約
二
℃
く

ら
い
高
か

っ
た

こ
と
も
推
定

で
き
る
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
同
じ
よ
う
に
海
域
か
ら
出
発
し
た
海
跡
湖
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湖
沼
は
当
然
、

異
な

っ
た
特
性
を
も

っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
網
走
湖

(
一
七

・
六

m
)
は
、
湖
水

の
成
層
が
強
く
、
塩

分
濃
度
や
溶
存
酸
素
量
が
表
層
水
と
底
層
水
で
は
極
め
て
異
な
り
、
典
型
的
な
異
鍼
湖
と
し
て
特
徴

づ

け
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
隣
接
す
る
能
取
湖

(
二

一
・
二

m
)
は
、
季
節
的
変
化
は
あ
る

に
せ
よ
、

夏
季

に
お
け
る
湖
水
の
成
層
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
塩
分
濃
度
も
表
層

か
ら
底
層
ま
で
ほ
と
ん
ど
変

化

せ
ず
高
鍼
水
域
を
保
持
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
湖
水
質
の
ち
が

い
は
、
湖
盆

の
形
態
や
周
辺
環
境

の
ち

が
い
に
よ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
海
か
ら
沼

へ
の
地
史
的
変
遷
過
程
の
ち

が

い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
湊

・
北

川
、

一
九
五
四
)。

海
岸

湖
は
、
そ
の
立
地
環
境
か
ら
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
海
か
ら
と
背
後
地
か
ら
の
影
響
を
直

接
的
に

こ
う
む
る
。
し

た
が

っ
て
、
湖
水

の
状
況
は
季
節
に
よ
り
激
し
く
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の

変
化
は
、
か
つ
て
人
び
と

の
生
活
や
生
産
を
お
び
や
か
す

大
き
な
問
題
と
な

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

サ

ロ
マ
湖
は
、
面
積

一
五

一
・
二
平
方
㎞
で
、
わ
が
国
で
も
有
数
な
大
潟
湖
で
あ
る
。

延
々

一
八
㎞

に
お
よ
ぶ
砂
丘

(幅

一
五
〇
～
五
〇
〇

m
)
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
隔
て
ら
れ
、
現
在

で
は
塩
分
濃
度

が

18
～
20

9
/
尼
を
示
す
鍼
湖
で
あ
る
。

か
つ
で
は
、
海
と
連
結
す
る
湖
口
は
湖

の
北
西
端

に
あ
り
、
夏

季
に
は
開

い
て
い
る
が
、
晩
秋
の
荒
天
時

に
な
る
と
漂
砂
に
よ

っ
て
閉
塞
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
冬
を
越
し

て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
翌
春

の
融
雪
期

に
な
る
と
湖
水
が
増
水
し
、
周
辺
の
畑
地
に
氾
ら
ん
す
る
。

そ

の
た
め
人
工
的
に
湖

口
を
掘
さ
く
し
て
開
通
さ
せ
る

こ
と
を
例

と
し
て

い
た
。

し
か
し
、

一
九
二
九

年

(
昭
、
四
)
は
北
西
端

の
湖
口
が
開
か
れ
ず
、
湖
内
の
水
位

は
徐

々
に
高
く
な

っ
て
き
た
。
四
月

一

七
日
、
湧
別
側

(南
東
側
)

の
漁
民
は
夜
陰
に
乗
じ
て
、
常

呂
、
紋
別
郡
界
の
最
狭
部

の
砂
丘
を
掘
さ

く
し
て
湖
水
を
排
水
さ

せ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
新

湖
口
は
潮
流

の
勢

で
次
第

に
拡
大
さ
れ
、
幅

二
〇
〇

m
以
上
、
水
深
五

～
七

m
に
達

し
、
冬
季

間
も

閉
塞

す

る

こ
と
な
く
、
開
口
し
た
ま
ま

の
状

態
と
な
り
、
逆
に
北
東
端

の
旧
湖

口
は
漂
砂
で
埋
積
さ
れ
終
年
と
ざ
さ
れ
た
ま
ま
と
な

っ
た
。
新
湖

口

の
出
現
に
よ

っ
て
海
と
湖
と

の
流
通
が
よ
く
な

っ
た
結
果
、
湖
水

の
性
状
は

一
変
し
、
そ
れ
ま

で
の
汽

水
的
性
質
が
消
失
し
全
く
内
湾
的
な
性
状
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
サ

ロ
マ
湖

の
例
は

人
工
的
な
働
き
に
よ
る
急
激
な
変
化
で
あ
る
が
、
海
岸
湖
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
自
然
環
境
条
件

の

変
化
と
と
も

に
、
そ
の
性
格
を
推
移
さ
せ
て
い
く
特
性
を
も

っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

B

泥

炭

沼

日
本
海
沿
岸
に
は

い
わ
ゆ
る
海
跡
湖
は
な

い
。
し
か
し
、
石
狩
平
野
や
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
の
泥
炭
地

に

は
さ
ま
ざ
ま
な
湖
沼
が
点
在
し
て

い
る
。

石
狩
平
野

に
散
在
す

る
湖
沼
は
、
・王
と
し

て
石
狩
川
や
夕
張
川
、豊
平
川
な
ど
の
背
後
湿
地
に
多

い
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
湖
沼

が
河
川

の
流
路
変
化

に
関
係
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
石

狩
平
野

の
場
合

に
は
、
河
道
変
化

に
よ

っ
て
取
残
さ
れ
た
河
跡
湖
と
泥
炭
生
成
に
と
も
な

っ
て
形
成
さ

れ
た
泥
炭
沼
と
い
う
二

つ
の
成
因
形
式
が
あ
る
。

札
幌
付
近
で
名

の
あ
る
河
跡
湖

は
茨
戸
湖

(
石
狩
古

川
)
、

ペ
ケ

レ
ッ
ト
ー
、
モ
エ
レ
沼
な
ど
で
あ

る
が
、
茨
戸
湖
は
自
然

の
河
道
変
化

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
石
狩
川
の
河
川
改
修
(
シ

8



ヨ
ー
ト

・
カ

ッ
ト
)
に
よ
る
人
工
湖
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
モ
エ
レ
沼
は
旧
豊
平
川
の
河
跡
湖
で
、

現
在
は
沼
の
周
辺
ま
で
宅
地
と
し
て
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
環
状
に
近

い
細
長

い
三
日
月
形

の
湖
盆

は
き
わ
め
て
特
徴
的
な
も

の
で
あ
る
。

泥
炭
沼
と
し
て
は
、
か
つ
て
千
歳
市
域
に
あ

っ
た
長
都
沼
、
そ

の
北

の
鶴
沼
、
江
別

の
越
後
沼
な
ど

が
あ

る
。

こ
の
う

ち
最
も
大
き

い
長
都
沼
は
、
石
狩
平
野
南
部

の
千
歳

川
中
流
域
に
あ

っ
た
沼
で
あ

る

が
、
戦
後

の
開
発
の
進
展

に
と
も
な

い
治
水

、
灌
概
、
排
水
な
ど
の
国
営

パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業

の
た
め

一

変
し
、
現
在
は
そ
の
あ
と
か
た
も
な
く
、
水

田
や
畠
地
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
長
都
沼

の
場
合

は
開
発

の
た
め
完
全
に
消
滅
し

て
し
ま

っ
た
沼
で
あ

る
が
、
泥
炭

地
の
湖
沼
は
元
来
、
泥
炭

の
生
長
に
と
も
な

い
年

々
埋
積
さ
れ
、
そ

の
水
域

が
狭
ば
め
ら
れ
て

い
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
例
を

一
九
五
〇
年
頃

の
モ
エ
レ
沼
周
辺
の
植
物
景
観

か
ら
み
て
み
よ
う
。
中
央
部

で
は
、
沼

の
周
り
に
は

エ
ゾ
ヤ
ナ
ギ

が
成

長
し
、
水
域
に
近

づ
く
と
キ
タ
ヨ
シ
が
密
生
し
、
そ
し
て
浅

い
水
域
に
は
ネ
ム
ロ
コ
オ
ホ
ネ

が
優
勢
と
な

っ
て

い
た
。
し

か
し
沼
の
南
岸

で
は
、
水
域

の
中
央
部
ま

で
キ
タ
ヨ
シ
で
埋
積
さ
れ
、
そ
の
外
側
に
は

ヒ
ラ
ギ
シ
ス
ゲ
、

ヤ
マ
ヌ
カ
ボ
、
ミ
ソ

ハ
ギ
帯
が
発
達
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
植
物
景
観
は
、
ま
さ

に
沼
が
滅

び
陸
化
を
示
す

一
過
程
な
の
で
あ
る
。

サ

ロ
ベ
ツ
原
野
は
、
完
新
世
前
期
、縄
文
海
進

の
最
盛
期
に
は
内
湾
あ
る

い
は

一
大
潟
湖

で
あ

っ
た
。

し
か
し

、
そ
の
後

の
海
退
に
よ
る
陸
化

に
と
も
な

い
水
域
が
縮
小
す
る
と
と
も
に
周
辺
か
ら

の
植
生
の

侵

入
と
と
も

に
、
次
第
に
埋
積
さ
れ
広
大
な
泥
炭

地
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
水
域

の
名
残
り
が

兜
沼
や

ペ
ン
ケ
沼
、
パ
ン
ケ
沼
な
ど
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
泥
炭
地

の
湖
沼
は
湖

の

一
生

の
最
後

の
段
階
を
示
す
自
然
景
観
な
の
で
あ
る
。

泥
炭
湖
沼

の
湖
沼
学
的
な

一
般
的
特
性
は
、
水
色
が
褐
色

で
、
透
明
度
も
低
く
、
湖
沼
様
式
は
腐
植

栄
養
湖
と
な

っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
は
人
知
れ
ず

、
ひ
っ
そ
り
と
生
息
す

る
珍
し

い
動
物

た
ち

の
い
る

こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
。

サ

ロ
ベ
ツ
原
野
の
パ
ン
ケ
沼
の
ヒ
ブ
ナ
、
そ

の
周
辺
の

コ
モ
チ

カ
ナ

ヘ
ビ
、
猿
払
原
野

の
キ

モ
マ
沼

の
マ
リ
モ
、
塘
路
湖

の
イ
サ
ダ
ア
ミ
(
海
棲

プ
ラ
ン
ク
ト

ン
)な
ど

が
そ

の

一
例
で
あ

る
。

等
し

い
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
報
文
も
ご
く

一
般
的
な
総
括
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
紙
面

の
関
係

で
、

こ
こ
で
は
北
海
道
に
お
け

る
湖
沼

の
地
学
研
究
史
に
ふ
れ
な
か

っ
た
が
、
湖
沼
研
究
で
も

っ
と
も
基
本

的
な
湖
盆
の
形
成
時
期
や
形
成
過
程
と

い
っ
た
地
形
発
達
史
あ

る
い
は
地
史
的
観
点
か
ら
の
研
究
は
、

現
在
で
も
全
く
立
ち
遅
れ

て
い
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
本
誌
の

「
湖
沼
特
集
」
が

一
つ
の
契
機

と
な

っ

て
、
新
し

い
湖
沼

の
地
学
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
願
う

も
の
で
あ
る
。

(北
海
道
開
拓
記
念
舘
・
学
芸
部
長
)
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お

わ

り

に

筆
者

が
海
岸
湖

の
地
史
的

研
究
に
た
ず
さ
わ

っ
て

い
た
の
は
、
も
う

三
〇
年
も
前

の
こ
と
で
あ
る
。

以
来
、
湖
沼
に
関
す

る
仕
事
と
は
遠
ざ
か

っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
新
し

い
資
料
は
皆
無

に


